



Process  of  Becoming  Conscious  from  Interest  in  “Care-Welfare”　
to  Examination  for  a  Training  School
― Analysis  of  the  Survey  of  the  Students  Being  Registered
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　表５　介護福祉士養成校を受験しようとした時の不安要因（複数回答）
（注）数値（％）は，上段における各項目の中で左縦軸の各内容が占める比率を示す。
「それは誰の反対ですか」の内訳の数値は，本項目にチェックを入れた者から割り出した比
率を示す。
（注）数値（％）は，上段における各項目の中で左縦軸の各内容（複数可）が占める比率を示す。
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　詳細結果は，表６に示した。「受験の決定は最終的に自分の意思である」
と回答した学生は，93.2% であった。それに反し「他者の意思である」と答
えた者は，6.8%であった。そして「受験の決定に際し，他者の反対はなかった」
という者は83.1% であり，「反対があった」という者は16.9% であった。こ
のことから大半の学生は，自分の意思で受験をしたということが分かる。し
かし少人数ではあるが，自分の意思とは裏腹に，他者責任の範疇で受験をし
たと認識している学生が存在するということも分かった。「他者からの反対
があった」と回答した学生は，全体の約６分の１であるが，結果としてこれ
らの学生は，反対を受けながらも全員が受験をして入学をしている。これは
養成校受験に際し，学生自身が，反対する他者を納得させる理由や理論を十
分に持ち合わせていたという解釈に結びつけることができる。反対者の内訳
としては，72.7% は「家族」であり，他の因子として「高等学校の先生」や「知
人」などが上がった。今回の調査で，他者が反対する理由に関しても分析を
したいと考えていたが，有効性の高い回答が少なく，データとして集計する
ことはできなかった。しかし，一般社会の通俗的な概念としては，介護福祉
業界の未完な部分を指摘する声が多く，今後の進路を意識した時，反対せざ
るを得ない状況が生み出されていると推測することができる。
2.7　当校に入学しようとした契機　
　ここでは，多くの介護福祉士養成校がある中で，学生がなぜ当校を選択し
受験をしたのか，学校選択における因子を明確にしたいと考えた。滋賀県に
は介護福祉士養成校が３校あり，当校介護福祉学科は，男女共学の昼間制２
年課程の短期大学としての位置付けにある。
　今回複数回答可という条件で調査を行ったが，一番多かった要因は「二年
間で介護福祉士資格が取得できるから」であり，59.3% を占めた。介護福祉
士の場合，４年制大学で資格を取得する場合と，短期大学や専門学校といっ
た2年過程で資格を取得する場合においては，資格上の差異はなく，同じ「介
護福祉士資格」一本に集約される。「２年という短期間で資格が取れること
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が魅力。一日も早く働きたい」と調査用紙の空欄に記入をしていた者もあり，
これは自分の人生観や生活背景を勘案し，能率的にロスタイムなしで生きた
いと願う学生の純粋な本音の部分ではないかと考える。
　次いでポイントの高い項目は，「通学に便利だから」が47.5%，「自宅から
近いところにあるから」が45.8% となっていた。このことから，時間の有効
活用化や，学校生活を自分の生活圏域に融合させようとする学生の心理を窺
い知ることができる。
　また「入試形態が良かったから」と回答している者は39.0% であり，その
内訳は，AO入試と指定校推薦入試に集約される。AO入試とは，入学試験
の結果だけで受験生を評価することを避け，専門分野に対する本人の意欲を
評価の対象とするものであり，受験に関する手続きも簡略化されている形態
である。指定校推薦入試は，一定の基準枠に該当する学生が学校推薦を受け，
面接試験の結果も踏まえ総合的に評価を受けるものであり，学生にとっては
安全性の高い入試形態となっている。このようなことから，学生は煩雑性の
強い事項を避け，自己防衛反応の中で，グレードの高い確証を求め，最終的
に「合格」という結果を導く入試形態を選択していることが分かる。
　他の要因としては，「教員の印象が良かったから」という回答が33.9% で
あり，｢学内の雰囲気が良かったから｣は32.2%となっている。このことから，
学生は受験校を具体的に絞り込む過程において，学校の本質的な部分を重視
し，自分の価値観と適合するか判断しようとしていることが分かる。また教
員に対しての印象も重視している点から，教員と自分との今後の関係性を予
測し，学校生活の中で，教員が自分に対して与える影響を暗黙的に査定しよ
うとしていることが分かる。総合的に，学生は学校の外枠的な部分を最初に
確認し，その部分に問題がなければ，次の段階として内的な部分を見極めよ
うとするということが分かった。
　「身内や知人が当校の卒業生だから」が20.3%，「他者に薦められたから」
が28.8% という結果も興味深い。この場合，学生は身内の出身校であるとい
う揺るがしようのない安全性に惹かれ，学校に全面的な信頼を抱き，受験に
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　表７　当校に入学しようとしたきっかけ（複数回答）
（注）数値（％）は，上段における各項目の中で左縦軸の各内容（複数可）が占める比率を示す。
左縦軸の３項目（上記で「はい」と回答した者のみに対して）の内訳の数値は，本項目に
チェックを入れた者から割り出した比率を示す。
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結び付けたということが分かる。また過去に何らかの形で学校と関わった者
の主観的な評価が，受験決定に影響を与えるということも理解できた。
　学校紹介の媒体として一番ポイントの高かった項目は，「オープンキャン
パスが良かったから」であった。オープンキャンパスに参加をすることは，
学校への「興味」が前提にあり，直接参加をすることにより，不透明であっ
た部分を透明化し，自分の満足を満たす学校として認知をして，受験に結び
付けたと解釈することができる。他の結果については表７に示した。
３．考察
　介護福祉士養成校を受験しようとする学生は，自分を取り巻く複雑な外的
因子と，自分の中で形成された「介護福祉」に対する価値観との融合点を見
つけ，最終的に自分で確認作業を行い，自ら養成校の門戸をたたくというこ
とが明確となった。また大半の学生が介護福祉分野に自分のやりがいや未来
を投入し，自分らしく生きるための一つの手段として受験をするということ
も分かった。しかし高等学校時代に自分と十分に向き合うことができず，心
のどこかに漠然とした曖昧さを抱えている者もあり，曖昧さを模索するため
に受験をするという事実も確認することができた。
　今回の調査研究全般を通し，学生は介護現場の社会的なイメージを自分の
中に自然な形で取り込み，肯定をした上で，「それでも自分は介護がしたい
のだ」という強い意志をメッセージとして送り続けている感触を覚えた。ま
た調査に対する回答内容を集約すると，学生の方から「高齢者が好きとか，
他者の役に立ちたいという理由だけで，介護をしてはいけないのか」という
別視線から派生する暗黙的な社会に対する問いかけのようなものを感じるこ
とができた。介護福祉を支えるために大切なことは，外見的な枠組みを整え
ることだけではなく，他者に寄り添いたいと思う心だと，返って学生から教
えられた感を強くした。今後社会がこういった事実をどれだけ真摯に受け止
め，大切に扱い尊重をするかといった視点や方策が，問われるようになると
考える。今後の介護福祉業界の方向性や，介護福祉士養成校における教育・
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学生数確保といった問題に関しては，後追い的な事項に翻弄されるのではな
く，潮流を逆行させ，何よりも先行して揺るぎのない土台を構築する必要が
あるのではないかと考える。
　2008年10月，社団法人日本介護福祉士養成協会が，「かいごのごかい６）」
という小冊子を発行した。冒頭部分に「人の役に立ちたい　みんなの笑顔が
好き　当たり前のことだと思ってた　‘ありがとう’　ちょっと辛いこともあ
るけれど　愛情がある仕事です」という大きなメッセージが掲げられている。
冊子の内容は，介護労働における世間の誤解や偏見を解き，介護福祉の良さ
を前面にアピールするものとなっており，これは今回の調査の中で得られた
結果と同じ価値観から派生するものではないかと考える。
　今後，介護福祉教育に携わる者や介護を現業とする者は，以下の三点を意
識し介護福祉士の養成にあたらなければならないと考える。第一の視点は，
介護福祉の本来目指すべきゴール・理想とする像，あるべき姿を具体的に明
確化していく作業を着実に実践することの重要性である。第二の視点は，介
護福祉とは他者の人生や生活に寄り添うことのできるフィールドにあり，介
護福祉士は，人間としての本質を尊重する高貴な専門職であるという認識の
高揚である。そして第三の視点は，介護に携わる者すべてが自らの職種に対
して誇りを高く持ち，それを社会全体に連続的して開示していく作業の実践
である。今後これらの点を自明的な状態として，日常の中に落とし込み，教
育や介護実践の場で普及させることが必要なのではないかと考える。
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